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平成 25 年４月

ＡＰＲＩＬ

「長島花フェスタ」開幕
　3月 30 日、「第 3回夢追い長島花フェスタ」
が開幕しました。
　「長島サンセットの丘（町文化ホール周辺）」
のメイン会場では各種イベントが計画されて
いるほか、「川床ふれあいの郷」のフラワー
ガーデンでは、花をテーマにさまざまな体験メ
ニューや飲み物を楽しめる「花カフェ長島」が
オープンしました。　　◎関連記事＝Ｐ６～７

長島
な     が     し     ま

広報

４



　

平
成
25
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
３
月
11
日
か
ら
22
日
ま
で
開

か
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

や
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
45
議
案
と
、
議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
が
発
委
し
た
議
会
基
本

条
例
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
は
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
開
催
や
一
般
質
問
で
の

一
問
一
答
方
式
活
用
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の
久
保

祐
紀
氏
＝
川
床
＝
の
再
任
が
同
意
さ

れ
た
ほ
か
、
議
員
発
議
で
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
で
の
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
決
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 総

額
86
億

７
０
３
７
万
８
千
円
を
計
上

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

グラフ１

町税  8.9％
770,088 千円

分担金及び負担金  2.0％
174,975 千円

その他  1.0％
93,633 千円

県支出金  6.5％
565,117 千円

地方消費税交付金  0.9％
79,180 千円

その他  0.2％
13,378 千円

町債  13.3％
1,155,800 千円

地方譲与税  0.8％
69,535 千円

国庫支出金  12.1％
1,048,422 千円

繰入金  4.0％
343,111 千円

地方交付税  50.3％
4,357,139 千円

自主財源  15.9％
1,381,807 千円

依存財源  84.1％
7,288,571 千円

歳入合計
8,670,378 千円
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一
般
会
計
予
算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
86
億
７
０
３
７
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
約
２
・
７
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お

り
で
す
。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

構
成
比
は
15
・
９
％
で
、
自
主
財
源

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
27
％
、
公
債
費
17
・
８
％
、
土
木

費
15
・
８
％
、
総
務
費
10
・
９
％
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙

事
務
な
ど
の
経
費

農林水産費  8.7％
752,889 千円

民生費  27.0％
2,336,290 千円

土木費  15.8％
1,374,200 千円

公債費 17.8％
1,542,455 千円

総務費  10.9％
943,168 千円

衛生費  5.9％
510,906 千円

商工費  1.6％
137,215 千円

消防費  3.2％
276,598 千円

議会費  1.3％
113,998 千円

予備費  0.3％
30,000 千円

教育費  7.5％
652,659 千円

歳出合計
8,670,378 千円

グラフ２

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の

経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金

行政用語の解説

平成 24 年度補正予算の主な事業
◎総務課
耐震性貯水槽整備（４基） 18,400
◎企画財政課
夢追い獅子島架橋基金の積立金 175,400
夢追いふるさと長島景観基金の積立金 20,000
◎水産商工課
汐見漁港航路しゅんせつ 10,000
観音漁港（合戦場地区）整備の実施設計 30,000
竹島大橋耐震化調査の負担金 8,000
幣串漁港調査及び測量設計の負担金 2,298
◎耕地課
浦 底 原 地 区、 蔵 之 元 長 尾 地 区 の 農 道 改
良舗装

13,001

蔵之元地区ため池改修の負担金 8,100
伊唐大橋補修の負担金 14,175
下山門野地区排水路整備の負担金 900

単位：千円
◎建設課
指江川床線、平吹薄井線の舗装補修 80,000
山門野汐見線、指江川床線の落石防護柵
設置

40,000

川 床 脇 崎 線、 川 床 梅 ノ 木 山 線 通 学 路 の
カラー舗装

14,000

薄井港線の整備 100,004
町内道路の総点検 48,036
茅屋橋、第二浦底橋の維持補修 37,001
◎教育総務課
小学校理科振興備品の整備 15,050
中学校理科振興備品の整備 10,050
◎水道課
鷹浦地区簡易水道の整備 103,509
西部地区簡易水道の整備 50,595
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島のもてなし味わい事業（周遊バス） 4,500
◎景観推進課
川床フラワーガーデン管理経費 10,852
サンセットストーンパーク取付道路拡張工事 10,000
ぐるっとフラワーロード事業 23,051
フラワーパークデザイン推進事業 7,939
◎水道課
浄化槽設置者に対する補助 103,473
西部地区簡易水道再編推進事業 45,506
北部地区簡易水道再編推進事業 51,005
鷹巣農業集落排水施設の改修 30,000
鷹巣農業集落排水施設の管理費 22,162
汐見漁業集落排水施設の管理費 6,154
幣串漁業集落排水施設の管理費 13,515
三船漁業集落排水施設の管理費 5,390
浄化槽保守点検委託料 23,036
◎農林課
バレイショ祭りの開催 1,000
長島フェスタの開催 3,000
ジャンボタニシ駆除補助 2,510
農産加工グループ育成事業補助 250
ふれあいの郷改修工事 3,300
道の駅「長島」の改修設計 1,414
マンダリンセンター等施設指定管理の委託 8,548
イノシシ電気柵設置補助 905
認定農業者の規模拡大補助 1,400
関西かごしまファンデー経費 1,530
農業用廃プラスチック処理補助 2,000
玉ねぎ作付推進補助 400
1 アールハウス設置支援補助 1,300
農業制度資金の利子補給 3,030
農 畜 産 物 処 理 加 工 施 設、 畑 作 農 産 加 工 施
設、農林水産物処理加工施設の管理経費

17,869

耕作放棄地の発生防止と多面的機能交付金 50,066
認定農業者等担い手育成対策 2,501
農業者戸別所得補償制度推進補助 2,000
人・農地プラン作成経費 2,804
青年就業給付金 13,500
優良繁殖雌牛導入補助 1,200
長島牛銘柄確立対策の補助 2,000
有害鳥獣捕獲事業 18,328
緊急間伐促進事業の補助 2,500
町有林除間伐の委託 2,726
集落所有の入会林野の所有権移転経費 2,034
林道の維持管理経費 3,333
◎耕地課
農道舗装の補助 798
農地深耕の補助 2,750
農地造成の補助 4,700
農地客土の補助 4,700
暗きょ排水の補助 552
干害対策の補助 1,500
農道の維持管理経費 42,827
農道の整備 60,102

◎建設課
町道および国道 389 号の維持管理経費 65,237
ツワブキ植栽・管理委託 19,500
萩之牟礼茅屋線の整備 112,500
山門野汐見線の整備 150,000
鷹巣杉ノ段線の整備 49,000
行人岳線の整備 108,500
瀬戸小島線の整備 32,500
町道の整備 311,000
金礒川の補修 4,000
浜漉港・城川内港の舗装補修 11,000
塩追港・白瀬港・伊唐港の野積み場舗装 14,300
口之福浦港の浮桟橋・護岸等の整備 91,000
浦底港の浮桟橋の整備 13,000
諸浦港の可動橋等の整備 157,900
公営住宅・町営住宅の維持管理経費 2,916
公営住宅（蔵之元団地）の新築設計 3,800
諸浦港可動橋の維持管理経費 5,176
◎教育総務課
離島高校生修学補助 1,650
教職員住宅の環境整備 3,269
小学校施設修繕 5,276
伊唐小運動場暗きょ配水、蔵之元小プール
塗装工事

6,320

小学校パソコン教室備品購入 23,195
中学校施設修繕 2,444
鷹巣中駐輪場設置工事ほか 20,177
遠距離通学児童・生徒への補助 2,275
準要保護児童・生徒への援助 12,221
スクールバスの管理経費 8,406
鷹巣幼稚園側溝修繕 945
獅子島幼稚園遊具購入 1,251
私立幼稚園の保育料補助 10,938
私立幼稚園と公立幼稚園との格差解消のた
めの保険料の一部補助

1,755

学校給食センターの運営経費 52,815
給食運搬車更新 6,500
学校給食センター食器洗浄機更新 29,000
◎学校教育課
英語指導助手の配置 2,657
学校図書指導員の配置 6,540
特別支援教育支援員の配置 7,654
長島の子表彰経費 1,005
スクールガードリーダーの配置 622
◎社会教育課
英会話教室の実施 2,657
一家一花運動の実施 675
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,330
放課後児童健全育成事業 3,693
劇団四季公演、子ども芸術劇場 2,993
文化ホール改修工事完成記念公演 10,000
トライジョギング大会などの委託 3,400
総合運動公園整備の研究経費 200
獅子島カヌー横断大会 2,000
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◎総務課
行政連絡員活動費 14,731
防災行政無線管理費 13,989
集落間交流事業の補助 1,000
未登記対策 2,000
役場駐車場整備 31,000
長島高校跡地記念碑建設 700
議会中継システム機器更新 25,000
花嫁対策交流イベントの開催 1,800
カーブミラー、ガードレール整備 2,000
参議院議員選挙費 14,098
焼酎祭りの開催 1,500
消防団活動・運営経費 50,206
災害対策費 8,348
◎企画財政課
広報ながしま等広報活動 2,654
夢追い獅子島架橋基金の積立金 111,050
ながしま造形美術展の開催 15,000
ながしま美味（うんまか）デーの開催 700
巡回バス運行補助 18,000
乗合タクシー運行補助 1,020
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,406
自治公民館チャレンジ提案事業 10,000
空き家改修補助 9,000
造形物展示施設建設補助 1,000
男女共同参画「女性の声を聴く１０１の会」 300
各地区のコミュニティーセンター管理費 1,947
風力発電施設の管理費 10,291
獅子島地区フェリー運賃補助 4,380
獅子島活性化航路補助 1,500
獅子島婚活パーティーの開催 3,000
獅子島パーク施設整備 27,413
◎町民福祉課
民生委員活動費 6,593
社会福祉協議会運営費 9,227
独居老人等宅の樹木伐採 1,984
芸能福祉大会の開催 800
在宅介護支援センターの管理費 6,648
老人給食サービス事業 5,700
敬老祝い金の支給 4,784
高齢者等住宅の改造費助成 1,334
老人クラブの助成 1,866
シルバー人材センターの運営補助 1,928
子宝お祝い金の支給 8,300
ひとり親家庭の医療費助成 5,026
子ども医療費助成 29,075
家庭児童相談 1,508
保育所の運営経費 412,000
延長保育、児童相談等の費用 26,609

放課後学童保育の運営補助 8,478
母子家庭への児童扶養手当給付 60,764
母子家庭への高等技能訓練の促進 1,250
母子家庭等の生活支援施設入所支援 3,545
児童手当の支給 202,000
へき地保育所の運営費 8,533
生活保護の支給 135,895
長生園の管理費 54,744
◎保健衛生課
病院群輪番制の運営補助 3,299
乳児・妊婦検診委託料 8,045
エンゼル支援事業補助 800
乳幼児から老人までの予防接種 23,537
結核予防のためのレントゲン検診 1,825
がん検診等の委託 23,356
ダンボールコンポストの材料費 4,000
生ごみ処理機補助 713
ごみステーション設置補助 2,592
水俣病相談窓口の設置 2,290
離島等医療・福祉推進モデル事業 24,066
火葬場施設の管理経費 7,557
家庭ごみ収集運搬経費 120,129
し尿処理経費 26,199
出産育児一時金の支給 14,700
葬祭費の支給 1,200
居宅介護住宅改修費（要介護１以上） 6,300
介護予防住宅改修費（要支援１及び２） 3,616
高齢者紙おむつ支給（要介護４以上） 1,320
◎水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 6,642
赤潮被害利子補給 13,712
水産物の広報、宣伝による販売促進補助 1,000
漁業後継者の育成 2,319
水産加工グループ育成事業補助 22,486
水産物総合加工場整備補助 19,000
恵比寿市の開催 1,000
おさかな祭りの開催 2,500
獅子島地区の漁業再生支援 16,823
蔵之元漁港の整備 55,000
伊唐北港、片側漁村センター前舗装補修 5,500
商工会補助 3,700
葉っぱといどん事業 3,254
唐隈灯台の路肩補修 2,100
行人岳階段補修 2,200
ピクニック広場の景観整備 3,000
あづま海水浴場補修 5,850
温泉センターの管理経費 39,640
長島町観光 PR 事業 5,664
公共施設の環境美化事業 11,584

平成 25 年度当初予算の主な事業
単位：千円
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50 種 50 万本の花々が出迎え
春の花イベント始まる
　ＮＡＧＡＳＨＩＭＡ　ＨＡＮＡ　ＦＥＳＴＡ

①

⑤⑥⑦

⑤大勢の親子連れが来場した「薩摩剣士隼人」 キャ
ラクターショー
⑥本町特産品の出店が立ち並ぶ入場ゲート前
⑦来場者の競り人らが、 目当ての木を次々に競り落
とす「春の木市 in ながしま」

⑧「花カフェ長島」で販売される各種花の苗など
⑨「花カフェ長島」での「寄せ植えづくり」教室
⑩「花カフェ長島」での「こけ玉づくり」教室
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長
島
の
春
の
花
祭
り
「
第
３
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
（
濵
田

重
則
実
行
委
員
長
）」
が
、
３
月

30
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
38
日

間
の
日
程
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
花
フ
ェ
ス
タ
は
、
メ
イ
ン

会
場
に
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）
を
、
フ

ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
川
床
ふ

れ
あ
い
の
郷
が
指
定
さ
れ
、
長
島

一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
も
含
め
、

町
内
で
は
50
種
50
万
本
が
見
ご
ろ

を
迎
え
、
色
鮮
や
か
な
会
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
長

島
特
産
の
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
を

使
っ
た
蒸
か
し
芋
の
サ
ー
ビ
ス
と

豪
華
賞
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
。
こ
の
ほ
か
、
土
・

日
曜
日
を
中
心
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

収
穫
体
験
や
フ
ラ
ワ
ー
体
験
教

室
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

は
、
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
に
ち
び
っ

こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
幕
初
日
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
薩
摩
剣
士
隼
人
」
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
連

れ
の
家
族
な
ど
大
勢
詰
め
掛
け
ま

し
た
。

　

同
日
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内

で
は
「
花
カ
フ
ェ
長
島
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

　

花
カ
フ
ェ
長
島
は
、
花
を
テ
ー

マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

や
飲
み
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
個

性
豊
か
さ
が
特
徴
。
初
日
か
ら
、

花
と
コ
ケ
な
ど
を
使
う
体
験
教
室

や
長
島
に
数
少
な
い
カ
フ
ェ
と
し

て
厳
選
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓

子
、
町
特
産
品
の
甘
夏
を
そ
の
場

で
生
絞
り
し
た
ジ
ュ
ー
ス
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
花
カ
フ
ェ
長
島
自

家
製
の
、
花
の
苗
や
こ
け
玉
、
長

島
特
産
の
お
土
産
品
な
ど
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

31
日
は
、「
春
の
木
市
ｉ
ｎ
な

が
し
ま
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
植
木
な
ど
が
格
安
で
販

売
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
外
か

ら
目
的
の
植
木
を
競
り
落
と
そ
う

と
、
木
市
会
場
は
大
き
な
声
が
響

き
渡
り
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

開
幕
初
日
、
薩
摩
川
内
市
か
ら

訪
れ
た
小
学
3
年
の
牛
ノ
濵
志
樹

く
ん
は
「
風
車
や
海
、
花
い
っ

ぱ
い
の
会
場
は
す
ご
く
き
れ
い
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
も
見
れ
て

楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
の
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

②

③④

⑧⑨⑩

①花が咲き誇るメイン会場の「長島サンセットの
丘」
②フェスタ開幕日にオープンした「花カフェ長島」
③長島サンセットの丘に展示してある造形物
④開幕当日、入場ゲート前でのテープカット
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農業委員会新体制でスタート

66 歳・片側
⑧　小田　敏博

68 歳・山寺 63 歳・浦底
（会長）

⑳　山口　正成

70 歳・藤之元
⑩　田淵　　健

56 歳・田尻
③　山迫　三郎

50 歳・唐隈
④　小田　清光

72 歳・伊唐
⑰　丸橋　一義

55 歳・指江
⑦　﨑野　豊文

61 歳・山門野中
⑮　立野　　望

65 歳・平尾中南

55 歳・小浜

50 歳・蔵之元
⑬　有馬　清章

60 歳・広野
（職務代理者：副会長）

　⑲　川原　睦男⑱　佐賀　樹男

　３月３日に執行された長島町農業委員会委員選
挙 は、 立 候 補 届 け 出 数 が 定 数 を 超 え な か っ た た
め、無投票当選となりました。
　長島町農業委員会は、 選挙で選ばれた委員 14
人と、 町長が選任（農業員会等に関する法律で、
農業協同組合、農業共済組合、土地改良区がそれ
ぞれ推薦した人と、議会が推薦した学識経験者）

⑭　荒川　和昭

②　町田　英史
67 歳・川床上

①　福嵜　勝行

した委員６人の計 20 人で構成されます。
　３月 26 日は、 第 1 回農業委員会総会が開催さ
れ、会長に山口正成氏を、職務代理者に副会長の
川原睦男氏が選出されました。
　今回の選挙で当選された委員と選任された委員
を、議席順（①～⑳）に紹介します。

71 歳・小浜
（農業共済組合推薦）

⑯　濵畑　順一

65 歳・矢堂
（土地改良区推薦）

63 歳・小浜
（農業協同組合推薦）

58 歳・蔵之元
（議会推薦）

⑪　脇田　恵子

69 歳・小坂
（議会推薦）

　⑤　原口　秀昭

⑫　宮路　研道

⑥　町口　孝治
49 歳・菅牟田
（議会推薦）

⑨　市尾　水代

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り

無投票で 14 人が当選
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※公表の承諾を得た人を掲載。氏名などの公表の承諾を得られていないかたは、
掲載していません。

●平成 24 年度中に長島町へ直接寄附された皆さん （受付順）

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ
い
て
寄
附
金
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
平
成
24
年
度
は
本
町
出
身
者
ら
１
８
６
人
の
か
た
か
ら
寄

附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼
と
し
て
本
町
の
特
産
品

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
夢
追
い
獅
子
島

架
橋
基
金
」
や
「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」
な
ど
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
そ
の
う
ち
の
一
部
を
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
事
業
」
な
ど
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
25
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る
寄

附
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
ま
た
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
平
成
24
年
度
寄
附
金
な
ど
の
収
入
額

　

①
県
協
議
会
（
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
）
か
ら
の
交
付
金　

　
　

12
万
５
０
５
３
円

　

②
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
寄
附
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金

　
　

２
８
９
万
１
０
０
０
円

●
平
成
24
年
度
寄
附
金
等
の
活
用
方
法

　

①
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金　

55
万
円

　

②
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金　

１
４
０
万
６
０
０
０
円

　

③
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ　

76
万
53
円

　

④
じ
ゃ
が
い
も
祭
り　

30
万
円

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り

福嵜　健雄 （大阪府）
江口　　實 （千葉県）
山上　　静 （大阪府）
梅田　盛光 （大阪府）
大津　則男 （大阪府）
三反田伸満 （福岡県）
池田　重盛
　　ケイ子 （兵庫県）

坂口　　昇 （兵庫県）
井高　繁信 （兵庫県）
前畑　次正 （大阪府）
二島　繁喜 （大阪府）
金磯　清隆 （兵庫県）
竹嵜　　學 （大阪府）
福田さえ子 （大阪府）
川畑　清勝 （京都府）
児嶋　　繁 （神奈川県）
久富木朝子 （兵庫県）
堤田　正和 （千葉県）
出水　　清 （京都府）
前浜　盛水 （大阪府）
河野チズエ （神奈川県）
竹之内喜一 （愛知県）
蒲田　絹代 （大阪府）
大嶋　洋子 （京都府）
白石　　求 （千葉県）
増田　　勉 （大阪府）
川添　　努 （千葉県）
武田　幸江 （大阪府）
石塚　政文 （鹿児島県）
浦底　　溜 （鹿児島県）
永岡　信昭 （埼玉県）
中西　歌子 （奈良県）

小崎　幸覚 （千葉県）
出永　　果 （岡山県）
永岡　　学 （宮崎県）
出水　直臣 （神奈川県）
有川　善俊 （福岡県）
小﨑　　求 （京都府）
石橋　忠信 （鹿児島県）
中村　　恵 （北海道）
重浦　敏雄 （東京都）
初世　茂子 （静岡県）
杉山　　愛 （兵庫県）
坪久田　譲 （千葉県）
坂口　兵平 （大阪府）
森　美由紀 （兵庫県）
上　　　茂 （鹿児島県）
白石ツエ子 （愛知県）
飯尾　暉英 （鹿児島県）
杉山　隆雄 （広島県）
小林　　貢 （神奈川県）
大西　千治 （京都府）
日高フクミ （愛知県）
石塚　政揮 （鹿児島県）
成竹　賢治 （静岡県）
宮澤　政和 （東京都）
小城　八郎 （愛知県）
長屋　昌宏 （東京都）
長屋　宏之 （東京都）
遠藤　宏子 （東京都）
児島　安夫 （東京都）
小川　嘉昭 （福岡県）
小野　隆久 （東京都）
石橋　英子 （愛知県）
鄭　　　守 （京都府）

田中美代喜 （和歌山県）
江口　輝子 （東京都）
波戸内静江 （愛知県）
佐藤　教子 （鹿児島県）
東　　一市 （神奈川県）
北村　貴志 （東京都）
弘野　淑子 （奈良県）
増満　光子 （鹿児島県）
瀬戸口　繁 （大阪府）
中迫　　猛 （大阪府）
髙木　　登 （－）
大津　則男 （大阪府）
児島　幸治 （東京都）
大畑　壽夫 （鹿児島県）
宮田　　篤 （埼玉県）
児嶋　　繁 （神奈川県）
堀野　久子 （東京都）
田嶋　昭美 （群馬県）
池田　長治 （茨城県）
山上　信弘 （神奈川県）
福永　好克 （東京都）
児島　　寛 （東京都）
崎迫美喜雄 （神奈川県）
久保　英博 （埼玉県）
本田　　栄 （東京都）
地福エツ子 （神奈川県）
大平よし子 （東京都）
一條　卓江 （東京都）
浜　　郁人 （東京都）
中村　義友 （東京都）
江口　芳子 （埼玉県）
増山テル子 （東京都）
増山　弘己 （埼玉県）

浦　　眞一 （茨城県）
中村　　満 （山梨県）
竹之内満明 （埼玉県）
山中　光男 （愛知県）
迫口　忠行 （熊本県）
児島　安喜 （東京都）
野添　　徹 （神奈川県）
二階堂輝志 （埼玉県）
武元　良文 （鹿児島県）
飯田　高明 （千葉県）
大石　喜一 （大阪府）
飯尾　暉英 （鹿児島県）
壽福　　誠 （鹿児島県）
野添　良人 （大阪府）
江良　正司 （熊本県）
石塚　政文 （鹿児島県）
赤塚美知子 （鹿児島県）
久住　勝子 （東京都）
薗田ミエ子 （大阪府）
古川　善久 （東京都）
古川　勇輝 （東京都）
阿比留敦子 （兵庫県）
児島　　知 （大阪府）
山口　實幸 （長崎県）
迫口　　勝 （千葉県）
下田たつ子 （千葉県）
髙嶋　良子 （兵庫県）
寺田　松子 （兵庫県）
宮﨑　大亀 （鹿児島県）
千葉　清子 （京都府）
原田　政敏 （兵庫県）
田中　末子 （愛知県）
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i n f o r m a t i o n

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
［
№
３
］

「
認
知
症
」
っ
て

な
あ
に
？
①

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

早
い
段
階
か
ら
の
適
切
な
診
断
と
対
応
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
体
制
を
、
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
確
立
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、「
認
知
症
」
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

「
認
知
症
？
」

そ
れ
と
も
「
も
の
忘
れ
？
」

　

年
齢
と
と
も
に
誰
で
も
物
忘
れ

を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
「
認
知
症
が
始
ま
っ
た
の
で

は
？
」
と
心
配
に
な
る
も
の
で
す

が
、
単
な
る
も
の
忘
れ
は
認
知
症

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
初
期
で

は
、
数
日
前
の
こ
と
が
思
い
出
せ

な
く
な
り
ま
す
。
や
が
て
数
分
前

に
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
一
方
で
、
昔
の
出
来

事
や
仕
事
で
覚
え
た
専
門
知
識
な

ど
は
よ
く
覚
え
て
い
た
り
し
ま

す
。
あ
る
時
、
記
憶
の
す
べ
て
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
ま
ず
、
新
し
い
記
憶
か
ら
失

わ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
「
あ
れ
？
」
と
思
う
症
状
が
あ

れ
ば
、
早
め
に
専
門
の
医
師
の
診

察
を
受
け
て
み
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
脳
の
機
能
が

低
下
し
て
い
く
た
め
、
物
事
を
覚

え
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、
日
時
や

居
場
所
な
ど
が
わ
か
ら
な
く
な
る

認
知
症
状
（
※
１
）
が
表
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
妄
想
や
徘
徊
な

ど
の
行
動
・
心
理
症
状
（
※
２
）

が
出
始
め
る
原
因
は
、
ケ
ア
環
境

や
そ
の
人
の
生
い
立
ち
、
職
歴
な

ど
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
周
囲
の
適
切
な
接
し
か
た

と
治
療
で
、
症
状
を
抑
制
し
改
善

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

早
期
診
断
に
よ
り
発
見
す
る
こ
と

で
、
薬
に
よ
る
治
療
も
で
き
る
こ

と
か
ら
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

【
生
活
習
慣
病
も
大
き
な
リ
ス
ク
】

　

肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
（
※

３
）
に
よ
り
、
認
知
症
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
追
跡
調
査

が
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
内
臓
脂
肪
や
動
脈
硬

化
が
も
と
に
な
る
生
活
習
慣
病
が

大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
始
め
て
き
ま
し
た
。

（
※
１
）

　

認
知
症
状［
中
核
症
状
］と
は
？

　

記
憶
障
害
、
見
当
識
障
害
な
ど

（
※
２
）

　

行
動
・
心
理
症
状
［
周
辺
症
状
］

　

と
は
？

　

妄
想
、
徘
徊
、
焦
燥
な
ど

（
※
３
）

　

生
活
習
慣
病
と
は
？

　

食
生
活
や
運
動
習
慣
、
休
養
、

喫
煙
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の

総
称
で
す
。
生
活
習
慣
病
に
関
連

す
る
病
気
と
し
て
、
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
な
ど
の
病
気
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

【
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
】

①
体
験
し
た
全
体
を
忘
れ
る
。

②
だ
ん
だ
ん
進
行
す
る
。

③
判
断
力
の
低
下
な
ど
が
加
わ

る
。

④
忘
れ
た
こ
と
を
自
覚
し
な
く
な

る
。

⑤
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
。

【
老
化
に
伴
う
も
の
忘
れ
】

①
体
験
し
た
こ
と
の
一
部
を
忘
れ

る
。

②
大
き
く
進
行
す
る
こ
と
は
な

い
。

③
判
断
力
の
低
下
な
ど
は
起
こ
ら

な
い
。

④
忘
れ
や
す
い
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
。

⑤
日
常
生
活
に
ほ
ぼ
差
し
支
え
は

な
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］
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役
場
の
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）
は
旧
職
で
す
。

〈
課
長
補
佐
級
〉

総
務
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
兼
交
通

安
全
係
長
兼
消
防
防
災
係
長

（
水
産
商
工
課
主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
）

　
　
　

乾　

三
紀
夫

総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
第
一
係
長
兼
職
員
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
兼
職
員
係
長
）

平
薮　

太
喜

企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
第
一
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
納
係
長
）

立
山　

茂
盛

町
民
福
祉
課
主
幹
兼
戸
籍
住
民
第
一
係
長

（
町
民
福
祉
課
主
幹
兼
戸
籍
住
民
係
長
）

畠
中　

恵
美

農
林
課
長
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長

（
鹿
児
島
県
）　　
　
　
　
　

 

小
山　

只
勝

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
学
校

教
育
係
長
（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）

　

中
西　
　

 

翼

社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
第
一
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
兼
交
通

安
全
係
長
兼
消
防
防
災
係
長
）
林　
　

幸
弘

企
画
財
政
課
主
幹
兼
広
報
統
計
係
長
兼
企

画
調
整
第
二
係
長

（
企
画
財
政
課
主
幹
兼
企
画
調
整
第
二
係

長
兼
電
算
第
一
係
長
）　　
　

中
村　

勝
博

税
務
課
主
幹
兼
管
理
収
納
係
長

（
企
画
財
政
課
主
幹
兼
企
画
調
整
第
一
係
長
）

大
西　

康
文

水
産
商
工
課
主
幹
兼
水
産
係
長
兼
商
工
観

光
係
長
兼
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
係
長

（
長
生
園
主
幹
兼
主
任
生
活
相
談
員
）

池
上　

栄
司

農
林
課
主
幹
兼
管
理
係
長

（
農
林
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
農
村
振
興
係
長
）

　
　
　
　
　
　

  　
　

小
島　

博
文

水
道
課
主
幹
兼
水
道
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
一
係
長
）

久
保　
　

修

長
生
園
主
幹
兼
主
任
生
活
相
談
員

（
水
道
課
主
幹
兼
水
道
第
二
係
長
）

木
上　

勝
徳

　長島町役場に７人が新規採用されたほか、鹿児島県と鹿児島県教育
委員会から２人の職員が派遣され、４月１日からそれぞれの部署で頑
張っています。
　そこでニューフェースの意気込みを紹介します。

役場の新人職員を紹介

学校教育課
（鹿児島県教委から）
 中西　　翼（41）

　

こ
れ
ま
で
小
学
校
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
、
長
島
町
の
学
校
教
育
の
た
め
に
微

力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

水産商工課
中橋　伸明（26）

　

水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
勤
務
に
な
る
の

で
、
漁
業
者
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
れ

る
よ
う
、
日
々
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

農林課
（鹿児島県から）

小山　只勝（47）

　
「
安
心
」「
安
全
」
で
「
お
い
し
い
」
バ
レ

イ
シ
ョ
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
畑
で
見
か
け
た
ら
、
一
声

か
け
て
く
だ
さ
い
。

建設課
湯田　智之（30）

　

今
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
と
、
こ
れ
か
ら

の
努
力
で
、
町
民
の
皆
様
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

〈
係
長
級
〉

総
務
課
行
政
第
二
係
長

（
総
務
課
主
任
）　　
　
　
　

町
口　

真
浩

企
画
財
政
課
電
算
係
長

（
企
画
財
政
課
電
算
第
二
係
長
）
瀬
ノ
口
政
輝

町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
第
二
係
長

（
町
民
福
祉
課
主
任
）　　
　

荒
田
あ
け
み

保
健
衛
生
課
保
健
第
一
係
長

（
保
健
衛
生
課
保
健
係
長
）　　

瀬
ノ
口
恵
子

保
健
衛
生
課
保
健
第
二
係
長

（
保
健
衛
生
課
主
任
）　　
　
　

江
口　

幸
子

建
設
課
工
務
第
三
係
長

（
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係
長
）
小
屋　

昭
彦

社
会
教
育
課
社
会
教
育
第
二
係
長

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）
小
﨑　

裕
二

総
務
課
主
任

（
保
健
衛
生
課
主
事
）　　
　
　

福
山　

幸
樹

保
健
衛
生
課
主
任

（
保
健
衛
生
課
主
事
）　　
　
　

二
階
堂
智
子

耕
地
課
主
任

（
総
合
管
理
課
主
任
福
祉
事
務
所
兼
務
）

山
口　

博
之

農
林
課
主
任

（
農
林
課
技
師
）　　
　
　
　
　

桐
野
雄
一
郎

会
計
課
主
任

（
税
務
課
主
任
）　　
　
　
　
　

小
川　

慶
太

〈
係
員
〉

企
画
財
政
課
主
事

（
企
画
財
政
課
主
事
補
）　　
　

赤
嵜　

慶
和

建
設
課
技
師

（
建
設
課
技
師
補
）　　
　
　
　

小
田　

嵩
洋

水
道
課
技
師

（
農
林
課
技
師
）　
　
　
　
　
　

濵
田　

泰
介

企
画
財
政
課
主
事
補

（
総
務
課
主
事
補
）　　
　
　
　

水
口　

大
地

総
務
課
主
事
補　
　
　
　
　
　

桐
野　

聖
太

総
務
課
主
事
補　
　
　
　
　
　

井
手　

翔
太

税
務
課
主
事
補　
　
　
　
　
　

浦
田　

奨
吾

町
民
福
祉
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務

川
畑　
　

結

保
健
衛
生
課
主
事
補　
　
　
　

城
戸　

翔
平

建
設
課
技
師
補　
　
　
　
　
　

湯
田　

智
之

水
産
商
工
課
水
産
技
術
員　
中
橋　

伸
明

〈
派
遣
〉

鹿
児
島
県

（
総
務
課
主
任
）　　
　
　
　
　
　

福
山　

幸
樹

阿
久
根
地
区
消
防
組
合　
　
　

桐
野　

聖
太

阿
久
根
地
区
消
防
組
合　
　
　

井
手　

翔
太

〈
出
向
〉

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

（
建
設
課
技
師
）　　
　
　
　

山
下　

文
洋

阿久根地区消防組合派遣
井手　翔太（22）

　

早
く
仕
事
を
覚
え
、
一
人
で
も
多
く
の

人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

税務課
 浦田　奨吾（22）

　

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

阿久根地区消防組合派遣
桐野　聖太（20）

　

一
つ
で
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
覚
え
、

少
し
で
も
町
民
の
方
々
の
た
め
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
日
々
向
上
心
を
持
ち
な
が
ら

仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

町民福祉課
川畑　結（22）

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
き

ま
す
。

保健衛生課
城戸　翔平（19）

　

今
ま
で
に
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を
、
長

島
町
役
場
で
生
か
せ
る
よ
う
に
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
職
員
を
目
指

し
て
日
々
精
進
し
ま
す
。
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３
月

４
日　
　
　

 

多
機
能
消
防
車
両
贈
呈
式
（
東
分
遣
所
）

　
　
　
　
　

 

農
政
推
進
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

６
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

８
日　
　
　

 

第
２
回
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
実
行
委
員
会

（
指
江
庁
舎
）

11
～
22
日　

 

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会（
長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

 

中
学
校
卒
業
式
（
川
床
中
学
校
）

18
日　
　
　

 

県
農
地
海
岸
保
全
協
会
役
員
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

県
土
改
連
通
常
総
会
・
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

21
日　
　
　

 

な
が
し
ま
春
木
ケ
岡
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
調
印
式

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
会
議

（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　

 

小
学
校
卒
業
式
（
獅
子
島
小
学
校
）

24
日　
　
　

 

北
薩
横
断
道
路
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式（
出
水
市
）

25
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

国
民
文
化
祭
事
業
事
前
打
合
せ

（
長
島
町
役
場
）

                       

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
衛
生
自
治

                       

団
体
連
合
会
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

（
出
水
市
・
阿
久
根
市
）

26
日　
　
　

 

農
業
委
員
会
選
任
委
員
辞
令
交
付
式

（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

教
職
員
管
理
職
合
同
送
別
会（
太
陽
の
里
）

27
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

28
日　
　
　

 

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

29
日　
　
　

 

レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
「
太
陽
の
里
」
指
定

　
　
　
　
　

 

管
理
者
調
印
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式

（
長
島
町
役
場
）

30
日　
　
　

 

第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

　
　
　
　
　

 （
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

31
日              

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

（
阿
久
根
市
）

「
改
修
に
補
助
金
を
活
用
」

空
き
家
が
生
ま
れ
変
わ
る
！

　

町
で
は
、
空
き
家
を
活
用
す
る

こ
と
で
定
住
促
進
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
と
「
空
き
家
活
用
事
業
補
助

金
交
付
制
度
」
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
は
、

町
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

か
た
が
、
住
宅
を
改
造
し
て
他
人

に
賃
貸
す
る
場
合
、
町
の
補
助
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

古
い
台
所
や
浴
室
、
内
装
な
ど

を
改
修
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
に

新
し
い
息
吹
き
を
加
え
、
古
民
家

が
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を

見
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

空
き
家
所
有
者
と
空
き
家
の
活

用
で
困
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

「
空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
」
を

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

○
補
助
金

　

工
事
費
の
半
額
補
助
と
な
り
、

事
業
費
で
最
高
３
０
０
万
円
の
場

合
１
５
０
万
円
が
限
度
額

○
手
続
き
方
法

　

町
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
申

請
し
て
、
空
き
家
の
情
報
を
登
録

し
ま
す
。「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に

登
録
し
て
あ
る
空
き
家
に
対
し

て
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
が
見

つ
か
る
と
空
き
家
活
用
事
業
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　

役
場
企
画
財
政
課

　
　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

改修された住宅
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雉き

じ子
啼な

い
て
句
碑
突と

っ
こ
つ兀

と
溶ら

ば岩
に
立
つ
　
　
淵
脇
　
　
護

手
作
り
の
ひ
な
人
形
の
顔
は
孫
　
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

野
仏
の
耳
を
く
す
ぐ
る
寒
き
春
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

熱
の
児
を
抱
い
て
寝
る
夜
の
雪
あ
か
り
　
　
大
堂
　
早
苗

浜
防
風
摘
む
や
先
師
の
懐お
も

は
る
る
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

釣
好
き
の
医
師
は
屋
よ
り
冬
鴎
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

寒
明
け
の
じ
ゃ
が
い
も
畑
の
芽
出
し
か
な
　
二
階
堂
恵
子

漆
黒
の
花
器
に
一
輪
梅
咲
け
り
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

水
ぬ
る
む
水
面
に
浮
か
ぶ
梅
の
花
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

刺
す
と
い
ふ
最
後
の
勤
め
針
供
養
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

水
ぬ
る
み
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
も
桃
の
枝
　
　
　
大
堂
　
正
弘

ス
ト
ー
ブ
に
手
を
か
ざ
し
つ
つ
家
族
十
人
囲
炉
裏
火
を
囲

み
し
昔
を
思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

匂
ひ
た
つ
水
仙
切
り
て
仏
壇
に
供
へ
て
語
ろ
ふ
父
母
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

音
も
な
く
風
た
つ
庭
の
雪
柳
ま
ぎ
れ
な
き
白
日
す
が
ら
揺

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

わ
が
身
へ
の
褒
美
と
思
ふ
一
万
歩
終
へ
し
ひ
と
日
を
謝
し

て
眠
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

爽
や
か
に
晴
れ
た
る
空
に
四
百
羽
鶴
陽
を
受
け
て
羽
の
輝

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

［
短
歌
］

何
時
迠
も
人
生
有
て
欲
い
か
な
思
い
願
い
を
成
し
と
げ
た

り
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

貧
し
き
日
生
芋
か
じ
り
飢
え
凌
ぐ
あ
り
し
日
偲
ぶ
今
で
幸

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

忘
れ
物
あ
り
た
る
や
父
荼
毘
の
火
も
消
さ
む
と
ば
か
り
大

雨
降
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

春
と
ふ
季と
き

を
求
め
し
鳥
た
ち
も
〝
生
〟
を
営
む
皆
と
な
り

け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

子
供
ら
の
手
を
つ
な
ぎ
来
る
春
山
の
芽
吹
き
の
木
々
も
霞

に
隠
れ　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

「
飛
脚
」
と
い
う
頭
の
下
る
江
戸
の
世
を　
　

宗
方　

清
明

だ
る
ま
の
し
ゅ
ぎ
ょ
う

ま
せ
ぎ  

り
え
こ  

作
者

　だるまにお願い事をしてみた
ら、なんとだるまの国に行って
しまったさくらちゃんとるり
ちゃん。二人は帰ってこれるの
でしょうか？

ソ
ー
ス

マ
ヒ
ル  

著

　コンビニで毎日、ソースだけ
を買う女性がいた。そこには悲
しい理由が…

浴
槽
に
浸
り
て
漢
詩
吟
ず
れ
ば
静
け
き
我
家
に
声
の
響
こ

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

並
び
た
る
雄
雛
・
雌
雛
の
す
ま
し
顔
孫
の
幸
ひ
祈
り
て
座

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

辛こ
ぶ
し夷

咲
く
を
語
ら
ふ
人
な
し
夫つ

ま

あ
れ
ば
急
が
ず
待
て
よ
と

笑
ひ
来
る
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

山
桜
微か
す

か
な
風
に
舞
ひ
て
散
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
広
場
に

増
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

並
び
ゐ
る
広
場
の
車
ら
一
斉
に
輝
き
見
ゆ
る
朝
の
日
の
出

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

佛
花
替
へ
お
経
あ
ぐ
れ
ば
心
身
の
軽
や
か
な
り
て
ハ
ミ
ン

グ
の
出い

づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

孫
の
声
響ひ
び
か交

ふ
現い

ま在
を
思
は
ざ
り
深
海
に
棲
む
心
抱
き
来

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

い
か
な
ご
の
釘く
ぎ
に煮

届
き
ぬ
炊
き
た
て
の
春
の
香
り
を
亡つ

ま夫

と
頂
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子
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獅
子
島
乗
合
バ
ス
が
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
変
更

　

獅
子
島
地
区
の
重
要
な
交
通
機

関
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
週
に
３

日
（
火
、
木
、
土
曜
日
）
島
内
を

巡
回
し
て
い
た
獅
子
島
乗
合
バ
ス

が
、
平
成
25
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
運
行
を
終
了
し
ま
し
た
。
４
月

１
日
か
ら
は
、
獅
子
島
小
学
校
と

獅
子
島
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
運

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ス
に
は

児
童
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

島
内
外
の
町
民
や
一
般
の
か
た
な

ど
誰
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
乗
車
料
金
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
な
ど

の
購
入
補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
推
進
の

一
環
と
し
て
、
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
器
（
電
動
生
ご
み
処
理
機
）

の
購
入
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

○
購
入
補
助
金
の
限
度
額

　

3
万
5
千
円

○
予
定
台
数
＝
20
台

※
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
2
５
０
０
円

以
内
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

☎
（
86
）
１
１
４
６

「
高
齢
者
学
級
」
開
設
団
体
募
集

　

各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど

を
目
標
に
高
齢
者
学
級
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
学
習
内
容
は
趣
味
・

教
養
、
生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級

単
位
で
行
う
も
の
で
す
。
活
動
の

方
法
は
指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模
＝
１
回
２
時
間
以
上
、

年
10
回
程
度

○
開
設
期
間
＝
平
成
25
年
５
月
～

平
成
26
年
２
月
ま
で

○
条
件

　

①
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

②
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

○
申
込
期
限
＝
４
月
30
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６

「
生
涯
学
習
学
級
」
開
設
団
体

募
集

　

自
主
的
に
企
画
や
運
営
を
す
る

生
涯
学
習
学
級
の
開
設
を
希
望
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模
＝
１
回
２
時
間
以
上
、

年
10
回
以
上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間
＝
平
成
25
年
５
月
～

平
成
26
年
２
月
ま
で

○
条
件

　

①
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人

　

以
上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る

　

こ
と
。
た
だ
し
、
芸
術
文
化
団

　

体
の
育
成
の
場
合
、
青
少
年
を

　

対
象
と
す
る
団
体
で
も
可
。

　

②
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３

　

年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
容

　

に
よ
り
特
に
必
要
な
場
合
は
延

　

長
す
る
。

　

③
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教

　

育
委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に

　

出
席
で
き
る
こ
と
。

　

④
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と
。

　

⑤
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が

　

あ
る
こ
と
。

○
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

①
活
動
、
学
習
内
容
が
生
涯
学

　

習
学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要

　

性
が
低
い
場
合
。

　

②
他
の
機
関
、
団
体
か
ら
助
成

　

な
ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性

　

が
低
い
場
合
。

　

③
町
か
ら
の
助
成
金
を
も
っ
ぱ

　

ら
飲
食
に
当
て
て
い
る
場
合
。

　

④
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場

　

合
。

　

⑤
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度

　

が
低
い
場
合
。

　

⑥
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

　

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と

　

認
め
ら
れ
る
場
合
。

○
申
込
期
限
＝
４
月
30
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６

「
平
成
25
年
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を

希
望
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
を
募
集

し
ま
す
。

○
日
時
＝
8
月
15
日
（
木
）

　

※
前
日
か
ら
団
体
行
動

○
場
所
＝
日
本
武
道
館

○
対
象
者

　

①
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

　

親
等
内
の
遺
族

　

②
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者

　

お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

　

※
①
②
ど
ち
ら
も
過
去
参
列
し
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て
い
な
い
か
た
を
優
先

○
申
込
期
間

　

5
月
1
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

   

5
月
31
日
（
金
）

○
申
込
先
＝
役
場
町
民
福
祉
課

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た

は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
5
月

31
日
（
金
）
で
す
。
5
月
上
旬
に

納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

無
料
法
律
相
談
が
開
催

　

裁
判
所
で
は
、
憲
法
の
精
神
や

国
民
生
活
に
お
け
る
裁
判
所
の
役

割
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
５
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
憲
法
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

弁
護
士
や
法
務
局
職
員
、
裁
判
所

職
員
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時
＝
４
月
27
日
（
土
）

　

            

午
前
10
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

　

※
受
付
は
14
時
30
分
ま
で

○
場
所
＝
山
形
屋
デ
パ
ー
ト
１
号
館

　
　
　
　

７
階
１
号
社
交
室

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
県
弁
護
士
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
７
６
５

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
観
光

列
車
「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
運

行
開
始

　

3
月
24
日
（
日
）
か
ら
、
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
観
光
列
車
「
お

れ
ん
じ
食
堂
」
が
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
変
わ
り
ゆ
く
美
し
い
九

州
西
海
岸
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
、
の
ん
び
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
な
旅
が
楽
し
め
る
快
適
空
間
の

中
で
、
沿
線
の
特
産
物
を
使
用
し

た
料
理
や
飲
み
物
を
堪
能
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

お
れ
ん
じ
食
堂
予
約
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
63
）
６
８
６
１

　

http://w
w

w
.hs-orange.com

/　

　

kankou/

　

県
庁
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
６
５

ご
存
じ
で
す
か
？

「
市
町
村
交
通
災
害
共
済
」

町
で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
皆
さ
ん
が

掛
金
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
・
ケ
ガ
の
際
に
災
害
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
か
た
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
で
き
る
人

　

長
島
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

　

人
登
録
を
し
て
い
る
か
た
。
就
学

　
（
学
生
）
の
た
め
、
一
時
的
に
転

　

出
し
て
い
る
か
た
も
加
入
で
き
ま

　

す
。

◇
加
入
申
し
込
み

　

役
場
へ
申
込
書
を
提
出

◇
共
済
掛
金
（
年
額
）

　

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
５
０
０
円

　

中
途
加
入
者
（
4
月
以
降
の
加
入

　

者
）
も
同
額

◇
共
済
期
間

　

平
成
25
年
4
月
1
日
～
平
成
26
年

　

3
月
31
日
の
１
年
間
（
平
成
25
年

　

3
月
31
日
ま
で
受
付
分
）

　

※
4
月
1
日
以
降
に
受
付
し
た
か

　

た
の
共
済
開
始
日
は
、
受
付
の
翌

　

日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

　

車
、
自
転
車
、
汽
車
、
電
車
、
身

　

体
障
害
者
用
の
車
い
す
、
定
期
旅

　

客
船
、
旅
客
運
送
の
用
に
供
す
る

　

交
通
船
、
旅
客
機
等
に
よ
り
、
接

　

触
、
衝
突
、
転
覆
等
の
交
通
事
故

　

に
遭
わ
れ
て
、
そ
れ
が
原
因
で
身

　

体
に
障
害
を
受
け
た
場
合

◇
災
害
見
舞
金
の
額

　

①
死
亡
＝
１
０
０
万
円

　

②
治
療
実
日
数
に
よ
り
2
万
５
千

　
　

円
か
ら
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］
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の内容が重視。浜畑松枝さん受賞歌 短歌誌「鹿児島アララギ年度賞」

域総出で 120 周年を祝う

伊唐小創立 120 周年記念フェ
スティバル開催

島町から４人が入隊し激励長 自衛隊入隊者壮行会

　鹿児島県内でこよなく短歌を愛する鹿児島アラ
ラギ（市来栞代表）の「平成 24 年度鹿児島アラ
ラギ年度賞」を、加世堂集落の浜畑松枝さんが受
賞しました。
　この賞は、年間の総

そうしゅつえいすう

出詠数などとを参考に、歌
の内容とこれまでの実績が評価され決定されまし
た。
　浜畑さんは、50 年以上短歌を詠み、毎月同短
歌結社に投稿。町の長島短歌会にも所属し、町広
報紙の「長島文芸」でも詠われ、会員からは「先
生的な存在」としたわれています。

　伊唐小学校（山川哲郎校長）は、創立 120
周年記念フェスティバルを３月 1 日、同校
体育館で開催しました。
　会場では、28 歳から 76 歳の代表４人が、
スクリーンに映し出された写真を見ながら当
時の学校や地域での様子を語りました。第２
回卒業生（昭和 23 年度卒）の杉山輝士さんは、

「当時は戦時中で給食はなく、家に帰って芋
を食べ、夜はロウソクの明かりでご飯を食べ
ていた」などと話しました。このほか、伊唐
クイズでは「元旦に住民が集まりバレーボー
ルをしていた」「校長室は学校敷地内の片隅
に建っていた」などの歴史が紹介されました。
　児童を代表して６年の小山祐

ゆ き

葵さんは「伊
唐大橋が完成し、開通後は島民の生活が大き
く変化したことが分かった。卒業しても伊唐
小の先輩として在校生の力になりたい」と力
強く話しました。

　２月 20 日、長島町役場で平成 24 年度自衛隊
入隊者壮行会が行われました。
　今回入隊するのは、田島大嵩さん（上揚）、川
田幸恵さん（城川内）、池田智史さん（幣串）、久
保豊さん（田尻）の４人。壮行会には、田島さん
と川田さんが出席しました。
　会場では、全国の先輩からのメッセージ DVD
が上映され「努力すれば結果は必ずついてくる」
と激励の言葉が送られました。
　田島さんは「育ててくれたかたがたに感謝し、
頑張りたい」。川田さんは「社会人として責任を
持ち、社会貢献したい」と抱負を語りました。

これまでの歴史を物語る写真に見入る来場者↑

長島短歌会員らと写る浜畑さん（前列右から 2人目）↓

入隊者や家族のほか、関係者も激励のため来庁↑

地
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甘夏を配布し長島をＰＲ紅 博多駅で獅子島フェア開催

↑袋に入れた紅甘
夏を来場者に配布
する町キャンペー
ンレディら

←獅子島の紹介
と、町のイベント
を大型ポスターで
宣伝

　九州新幹線全線開業２周年を迎えた福
岡市のＪＲ博多シティで３月 16 日、長
島町の離島「獅子島」を県外に売り込も
うと観光キャンペーンを行いました。
　この日は、町キャンペーンレディと島
の生産者らが獅子島特産の紅甘夏など約
２千個を来場者に手渡し、「九州新幹線
沿線から一番近い離島の獅子島。自然も
食材も豊富で、ぜひ遊びに来て」と声を
掛けながらＰＲしました。
　会場となった「屋上庭園つばめの杜ひ
ろば」には家族連れなど大勢詰め掛け、
ポスターやガイドブックを広げて獅子島
の位置を確認していました。
　紅甘夏を受け取った福岡市内に住む女
性は「ぜひ日帰り旅行でおいしい魚を食
べに行きたい」と話しました。

優勝に貢献。蔵之元の女子３人
鹿児島県ちびっこソフトボール大会

月からエヌ・フーズが経営開始４
レジャーランド「太陽の里」
指定管理者調印式

準
　第 39 回鹿児島県ちびっこソフトボール大会が
３月３日、10 日、17 日の３日間にわたり、県内
の 10 会場で開催されました。
　例年参加する「出水女子チーム」は、出水地区
各団の女子選手で結成され、本町からの選抜は３
回目。蔵之元ソフトボール少年団の山田綾香さん、
中西めばえさん、鶴長あおいさんの３人が参加し
ました。６年の山田さんは副キャプテンに抜擢さ
れるなど、３人は準優勝に大きく貢献しました。

　レジャーランド「太陽の里」と温泉センター「東
泉望」の指定管理者調印式が、３月 29 日、役場
応接室で行われました。
　今回、指定管理者として事業運営するのは、薩
摩川内市の（株）エヌ・フーズ（知識公洋代表取
締役社長）。式で川添町長は「長島の食材を大い
に使いＰＲをお願いしたい」とあいさつしました。
知識社長は「地産地消を推進し、これまでのノウ
ハウを最大限に生かしたい」と述べました。

蔵之元ソフトボール少年団から３人が参加した「出水女
子チーム」のメンバーら↓

調印後、固い握手を交わす川添町長と知識社長↑
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町内の小中学校で卒業式学 校での思い出に感激の涙
　町内の中学校で３月 13 日、小学校で 22 日、
卒業式が行われました。
　川床中学校では、男子 13 人、女子 14 人
の計 27 人が卒業を迎えました。
　三宅昭弘校長から卒業生一人ひとりに卒業
証書が手渡され「これからも自分を磨くとと
もに、成功へのチャンスを掴み活躍して」と
励ましの言葉を贈りました。
　この後、卒業生を代表して城戸みなみさん
が、「いろいろな思い出ができた。先生、お
父さん、お母さん育ててくれてありがとう」
とお礼を述べると、会場では感激の涙を多く
流す姿がみられました。

城戸みなみさんが読み上げた、卒業生お礼の言葉↑

式典終了後に一般植樹した、蔵之元緑の少年団↓

北薩地区植樹祭
を育て、心を育み、林業を守る森

　関係者約 300 人が参加した平成 24 年度北薩地
区植樹祭が２月 23 日、町文化ホールで開催され、
記念の代表植樹と一般植樹が行われました。
　この日は、林業功労者などの表彰や県学校環境
緑化・学校林等活動コンクール表彰伝達などもあ
りました。式典で、北薩地域森林・林業振興会長
の川添町長が「林業が長く低迷している中、知恵
を出し合い緑を生かした地域づくりを目指そう」
とあいさつしました。
　式典の最後に、植樹祭スローガンの朗読があり、
今年、青年林業士に認定された濵﨑基幸さん（指
江）が「若い力で長島の林業を再生させたい」と
意気込みを語りました。

県下一周市郡対抗駅伝競走大会
出身者３人が出水チームで活躍町

　第 60 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
が２月 16 日から５日間、588.6 ㎞のコースで競
われました。
　本町出身者として第一工業大学１年の樋渡速太
さん（鷹巣中出身、菅牟田）と鶴翔高校３年の池
田智史さん、鹿児島実業高校３年の中橋信人さん

（ともに獅子島中出身、幣串）が出水チームの一
員として出場を果たし、昨年度の７位から５位へ
躍進したチームに大きく貢献しました。
　出水市をゴールとする第２日目には、初出場の
中橋さんが第２区（10.9 ㎞）に出走し、第３区（8.2
㎞）を走る池田さんにたすきをつなぎました。第
４日目は、最大の難所とされる第１区（11.9 ㎞）、
通称 “亀割峠” で樋渡さんが区間５位と力走し、
チームに勢いをもたらしました。

力走する鶴翔高校３年の池田智史さん↑
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﨑口さんが育てた２本足のダイコン↓

２本足ダイコンがお目見え

　山寺集落の﨑口順一さん宅で、きれいな２本足
のダイコンが収穫されました。
　これは、﨑口さんが趣味として始めた菜園で、
孫に食べさせようと昨年の９月に植えていたも
の。﨑口さんは「抜いてみたら２本足でびっくり。
食べるのに気が引けます」と笑っていました。

艶のきれいなダイコン足！？色

全日本年賀状大賞コンクールで大臣賞
上遥花さん、ことば部門で受賞濵

　郵便事業株式会社主催による、第 10 回全日本
年賀状大賞コンクールことば部門で、本浦小学校
３年の濵上遥

は る か

花さんが、年賀状大賞に次ぐ文部科
学大臣賞を受賞しました。
　年賀状には、巳年を迎える思いをことばで表現
し、全国から総数 5,832 点の応募がありました。
　濵上さんは「読む人が明るい気持ちになれるよ
うな年賀状を書こうと思った」と話しました。

賞状と盾を手に、受賞を喜ぶ濵上遥花さん↑

↑「チャレンジか
ごしま」の種目に
登録されている、
連続馬跳びを披露
する児童たち

←六反省一県教育
長から表彰を受け
る児童代表の２人

県教委の体力向上推進事業
続学校賞で本浦小が受賞連

　本浦小学校（冨岡乃夫也校長）は、県
教育委員会の体力向上推進事業「チャレ
ンジかごしま」で２年連続の学校賞を受
賞しました。３月 18 日は、六反省一県
教育長が来校し、同校で表彰式が行われ
ました。
　この事業は、県教育委員会が 2011 年
度から始め、連続馬跳びや一輪車リレ
ー、長縄跳びなど６種目に学級単位で挑
戦し、記録を申告。学年別に各種目 10
位まで記録認定証を授与する仕組みとな
っています。同校では、毎朝の集団登校
や始業前の運動を通じて体力づくりを行
い、獲得した同事業の記録認定証は最多
となりました。
　六反省一県教育長は「みんなで助け合
い、記録を伸ばそうと取り組んだ結果。
今後も活躍を期待したい」とあいさつし
ました。児童代表の６年、中元来

ら な

夏さん
は「この賞を誇りに持ち、中学校でも運
動を頑張りたい」と話しました。
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（　）内は前月比

11,316(-136)
  5,466(  -61)
  5,850( -75)
  4,430(  -33)

平成 25年 3月 31 日現在

多機能型消防車両が
町消防団に配備

贈呈された多機能型消防車両と諸資機材

　財団法人日本消防協会（秋本敏文会長）が、全国 14 台のうちの
1 台を長島町消防団に贈呈することになった多機能型消防車両の受
納式が３月４日、阿久根地区消防組合東分遣所で行われました。
　受納式には、豊永義夫鹿児島県消防協会長が来町し、町からは川
添健町長、児島薩男町議会副議長、諏訪義則町消防団長など関係者
約 20 人が出席しました。
　豊永会長は贈呈にあたり「長島町消防団の操法大会などの訓練成
果は評価するものがある。今後も町民の生命財産を守るため大いに
活用してほしい」と話しました。川添町長は「町にはなかった最新
鋭の車両をいただき、安心・安全を守るための防災力が高くなるこ
とに感謝する」とお礼を述べました。
　諏訪団長は「消火活動以外の救助機能も持ち合わせた車両で大変
うれしい。今後は、使用する技術力も向上させ大事に使わせていた
だきたい」と配備を喜びました。

財団法人日本消防協会が贈呈

　
「
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス

タ
」
が
、
3
月
30
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
「
長
島
サ
ン

セ
ッ
ト
の
丘
」
と
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
の
「
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
」
で
は
、

色
と
り
ど
り
の
花
々
が
所
狭
し
と
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

両
会
場
で
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
後
半

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
下
記
の
と
お
り

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
役
場
景
観
推
進
課
景
観
係
）

　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

▼
押
し
花
展
示
会
・
体
験
教
室

　

日
時　

４
月
21
日
（
日
）
～
28
日
（
日
）

            　

  

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

場
所　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

　
体
験
会　

４
月
21
日
（
日
）、
27
日
（
土
）、

　
　
　
　

28
日
（
日
）

　

内
容　

押
し
花
の
展
示
と
押
し
花
づ
く
り

　
参
加
費　

20
円
～

　
　
　
　
　

※
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

▼
柴
さ
と
み
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
石
け
ん
づ
く
り

　

日
時　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

             　

 

午
前
10
時
と
午
後
２
時
の
２
回

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

内
容　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
石
け
ん
づ
く
り

　
参
加
費　

５
０
０
円

▼
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
取
体
験

　

日
時　

４
月
21
日
（
土
）、
28
日
（
日
）、

　
　
　
　

29
日
（
月
・
祝
）

             　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　
　
　
　
（
会
場
内
農
園
）

　
参
加
費　

１
区
画
（
約
１
㍍
）
／
２
０
０
円

　
　
　
　

※
一
人
１
区
画
ま
で
で
、
雨
天
の

　
　
　
　

場
合
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

　
　
　
　

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
長
島
特
産
品
祭
り
（
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
）

　

日
時　

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

             　

 

午
前
10
時
～

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

内
容　

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無
料
配
布
と
掘

　
　
　
　

取
体
験

　
　
　
　

②
農
水
産
物
な
ど
の
直
売
と
試
食

　
　
　
　

③
「
薩
摩
剣
士
隼
人
」
キ
ャ
ラ
ク

　
　
　
　

タ
ー
シ
ョ
ー

▼
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

日
時　

５
月
５
日
（
日
）

             　
 

午
前
10
時
～

　

場
所　

長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

　

内
容　

プ
チ
こ
ど
も
縁
日
、
抽
選
会
な
ど
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長島一周フラワーロードに咲き誇る花々（上り浜山頂）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

21 広 報 な が し ま



　

な
が
し
ま
春
木
ケ
岡
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
の

立
地
協
定
調
印
式
が
3
月
21
日
、
長
島
町
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
立
地
協
定
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者

は
、
株
式
会
社
九
電
工
の
子
会
社
で
、
株
式
会
社
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
企
画
（
西
田
利
彦
代
表
取
締
役
）。
事

業
費
は
約
３
億
円
で
、
概
要
は
、
城
川
内
春
木
ケ
岡

の
町
有
地
1
万
２
千
平
方
㍍
を
20
年
間
賃
借
し
、
約

１
千
㌗
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
３
７
２
４
枚
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
年
間
93
万
４
３
４
９
㌗
の
発
電
予
測
で
、
一

般
家
庭
約
２
７
０
世
帯
の
年
間
使
用
電
力
量
が
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
川
添
健
町
長
と
植
元
敏
光
町
議
会

議
長
が
出
席
。
川
添
健
町
長
は
「
現
在
本
町
で
は
26

基
の
風
車
が
稼
働
し
風
力
発
電
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
進
出
で
、
ク
リ
ー
ン
・
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
と
し
て
弾
み
が
つ
い
た
。
ぐ
る
っ

と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
と
両
立
さ
せ
、
観
光
資
源
の
一

つ
と
し
て
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

西
田
代
表
取
締
役
は
「
同
社
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

建
設
は
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
。
九
電
工
を
通
し

て
町
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
前
向
き
に
検
討
が
な
さ

れ
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
長
島
町

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
と
と
も

に
、
安
定
供
給
を
図
り
た
い
」
と
述
べ
、
調
印
後
は
、

両
者
間
に
お
い
て
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
期
は
、
今
年
の
4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
７
カ
月

間
が
予
定
さ
れ
、
試
験
調
整
終
了
後
の
11
月
か
ら
供

用
開
始
が
見
込
ま
れ
、
発
電
し
た
電
気
の
全
量
が
九

州
電
力
に
売
電
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

一般家庭約 270 世帯の年間使用電力量を供給

春木ケ岡に
メガソーラー建設決まる

▽
4
月
の
人
事
異
動
で
、
今
回
を

も
っ
て
広
報
係
を
卒
業
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
作
っ

て
き
た
の
は
33
月
分
。
デ
ビ
ュ
ー

作
か
ら
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
の
2

年
８
カ
月
で
し
た
。
広
報
係
で
、

知
り
合
い
が
増
え
、「
人
」
の
財

産
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
勉
強

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
編
集
後
記
も
、
町
の

話
題
や
私
的
な
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
頭
を
ひ
ね
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
に

う
ま
く
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た

点
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
た
点
な
ど

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

お
付
き
合
い
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

▽
こ
の
た
び
、
４
月
か
ら
広
報
係

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
赤
嵜
慶
和
と

申
し
ま
す
。
初
め
て
の
広
報
係
と

い
う
こ
と
で
、
不
安
と
緊
張
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
係

の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
な
ど
で
皆
さ
ん
と
お
会
い

す
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
見
か
け
た
と
き
は
気
軽
に

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

が
、
読
ん
で
楽
し
く
、
わ
か
り
や

す
い
広
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
赤
嵜
慶
和
）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は、「日本国憲法の施行を記念し、
国の成長を期する」ことを趣旨としています。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は、「自然にしたしむとともにそ
の恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを
趣旨としています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は、「こどもの人格を重んじ、こ
どもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」
ことを趣旨としています。

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

 ４/２８ ３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１   ６/１

 ４/２９  ４/３０ １ ２

２０１35
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

　　　憲法記念日

○鷹巣診療所 86-0054
○出水病院 62-0419
○有村産婦人科・内科 73-4180
○こどもクリニック永松64-1500
○橋口歯科医院 63-2330
□かしま薬局 63-3970
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555
◇こどもクリニック永松64-1500

　　　みどりの日

○長島クリニック88-6405
○出水眼科 62-8350
○林胃腸科外科 73-3639
○境田医院 67-2600
○橋口歯科医院 63-2330
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□阿久根薬局 72-1017
□しおかぜ薬局　88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

　　　こどもの日

○平尾診療所 88-2595
○キッズクリニック 63-7707
○植村整形外科 72-1041
○福永内科循環器科 62-8200
○脇本病院 75-2121
○北園歯科医院 64-2151
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇キッズクリニック 63-7707

　　　振替休日

○飯尾医院 88-5040
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○阿久根眼科 72-0040
○二宮医院 62-0167
○北園歯科医院 64-2151
□こがね薬局 64-1132
□高松薬局 73-4002
◇二宮医院 62-0167

◎子宮がん、乳がん検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○上園医院 73-1055
○来仙医院 84-2005
○塩山歯科医院 62-2634
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
　（保健福祉センター）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎子宮がん、乳がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○内山病院 73-1551
○吉井中央病院 62-3111
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□マリン薬局 63-6678
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局　88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○市川医院 63-3151
○鶴見医院 73-0553
○クリニック .なかむら 62-0241
○吉元歯科クリニック 75-3333
□第二緑調剤薬局 63-1177
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇二宮医院 63-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎ラッコ教室
　（保健福祉センター）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！


